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組
合
員
昼
食
会
が
２
月
20
日

（
金
）
に
問
屋
町
会
館
で
開
催
さ

れ
、組
合
員
等
41
名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
事
務
局
よ
り
、
安
心
・

安
全
な
街
づ
く
り
に
向
け
調
査
研

究
を
行
っ
た
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

係
る
検
討
結
果
を
報
告
し
た
。
報

告
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

現
在
、
当
卸
団
地
の
防
犯
体
制

は
機
械
警
備
と
警
備
会
社
に
よ
る

夜
間
巡
回
警
備
を
実
施
し
て
い
る

が
、
犯
罪
抑
止
効
果
や
事
件
発
生

後
の
解
決
に
は
欠
け
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
機
械
警
備
は
、
個
々
の

組
合
員
の
防
犯
対
策
と
し
て
は
効

果
的
で
は
あ
る
が
、
当
団
地
に
市

民
が
足
を
運
ぶ
機
会
が
増
加
し
て

い
る
近
年
、
卸
団
地
全
体
の
「
安

心
・
安
全
」
と
い
う
大
き
な
括
り

か
ら
見
れ
ば
不
十
分
と
な
っ
て
い

る
。
組
合
で
は
、
街
と
し
て
の
見

守
り
機
能
向
上
の
た
め
の
防
犯
カ

メ
ラ
を
中
心
と
し
た
安
心
・
安
全

街
づ
く
り
推
進
体
制
構
築
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
卸
商
業
団
地
機
能

向
上
支
援
事
業
を
活
用
し
て
調
査

研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
検
討
委
員
会

（
齊
藤
委
員
長
）
で
検
討
を
重

ね
、
組
合
と
し
て
新
た
な
防
犯
施

策
と
し
て
、
次
の
３
つ
を
継
続
し

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

１
つ
目
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
。

犯
罪
等
の
防
止
・
抑
止
・
牽
制
及

び
事
後
検
証
に
も
高
い
効
果
が
期

待
さ
れ
、
当
団
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

導
入
を
前
提
に
具
体
的
な
検
討
を

続
け
る
。

　

２
つ
目
は
街
路
灯
の
再
整
備
。

実
地
調
査
等
か
ら
、
街
路
灯
再
整

備
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）
に
よ
る
夜
間
照

度
向
上
が
防
犯
対
策
と
し
て
効
果

的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
街
路
灯
の
管
理
者
で
あ
る
青

森
市
に
更
新
を
働
き
か
け
る
と
共

に
組
合
で
の
整
備
に
つ
い
て
も
検

討
を
始
め
る
。

　

３
つ
目
は
災
害
時
利
用
可
能
ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
整

備
。
同
設
備
は
、
災
害
時
等
に
通

常
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
が
不

通
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
衛
星
回

線
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
に
よ
り
安
否
確
認
や
情
報
収

集
を
可
能
に
す
る
。
卸
団
地
の
更

な
る
付
加
価
値
向
上
を
図
る
べ
く
、

調
査
研
究
に
取
り
組
む
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
を
整
備
す
る
に
は

高
額
な
費
用
が
か
か
り
、
組
合
の

費
用
負
担
を
軽
減
す
る
に
は
補
助

金
の
活
用
が
必
須
と
な
る
。
そ
こ

で
今
す
ぐ
設
置
を
進
め
る
の
で
は

な
く
、
補
助
金
の
情
報
収
集
に
努

め
、
技
術
革
新
や
新
サ
ー
ビ
ス
の

動
向
に
も
注
意
し
、
効
果
的
か
つ

低
費
用
で
実
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
、
当
団
地
の
実
情
に
あ

っ
た
防
犯
体
制
整
備
を
進
め
る
。

　

昼
食
会
で
は
そ
の
他
、
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
青
森
県
事
務

　

今
年
度
の
青
森
市
は
12
月
上
旬

か
ら
大
雪
が
続
き
、
１
月
３
日
に

積
雪
１
０
０
セ
ン
チ
を
超
え
、
１

月
15
日
に
は
今
冬
の
最
深
積
雪
１

２
３
セ
ン
チ
を
記
録
し
た
。
青
森

市
で
は
豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
、
問
屋
町
で
も
問
屋
町
雪
害
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
雪
害
警

戒
態
勢
を
と
っ
た
。

　

組
合
の
除
雪
費
も
過
去
最
多
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
た
が
、

２
月
に
入
る
と
小
康
状
態
が
続
き
、

平
年
を
や
や
上
回
る
程
度
と
な
っ

た
。

組合員昼食会

所
の
鹿
内
係
長
が
「
企
業
の
安
全

運
転
意
識
向
上
と
運
転
記
録
活
用

に
つ
い
て
」
説
明
し
た
。

　

鹿
内
係
長
は
「
企
業
の
安
全
運

転
管
理
に
は
運
転
記
録
証
明
書
の

活
用
が
有
効
で
あ
る
。
県
内
で
は

千
社
以
上
が
活
用
し
、
６
年
以
上

活
用
し
て
い
る
企
業
で
は
、
人
身

事
故
が
50
％
、
物
損
事
故
は
40
％

減
少
し
て
お
り
、
効
果
が
高
い
」

と
運
転
記
録
証
明
書
の
有
用
性
を

紹
介
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
雪
の
中
、
左
の

写
真
の
と
お
り
、
他
の
地
域
と
比

較
し
て
団
地
内
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク

で
も
す
れ
違
え
る
道
路
幅
が
確
保

さ
れ
た
。
こ
れ
は
組
合
が
青
森
市

と
緊
密
な
連
絡
を
と
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
頻
繁
に
除
雪
が
入

り
、
道
路
拡
幅
も
行
わ
れ
、
雪
に

よ
る
交
通
の
混
乱
を
回
避
し
た
。

　

組
合
で
は
今
後
も
、
問
屋
町
が

働
き
や
す
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
と

な
る
べ
く
、
冬
期
間
の
道
路
幅
員

を
確
保
し
組
合
員
の
業
務
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
よ
う
取
り
組
む
。同時期の市内生活道路の様子

１月９日の団地内枝線道路の様子
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今
年
度
の
団
地
内
雪
状
況

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
検
討
結
果
を
報
告組合

員
昼
食
会
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組
合
員
の
㈱
伸
和
産
業
が
平
成

26
年
度
青
森
市
環
境
保
全
活
動
団

体
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
。

　

青
森
市
環
境
保
全
活
動
団
体
表

彰
と
は
、
市
内
で
環
境
保
全
活
動

に
意
欲
的
に
取
り
組
み
貢
献
し
て

い
る
団
体
を
表
彰
し
、
そ
の
活
動

を
広
く
市
民
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、

環
境
に
対
す
る
意
識
向
上
及
び
環

境
に
配
慮
し
た
活
動
を
推
進
す
る

も
の
。

　

同
社
は
、
団
地
内
を
は
じ
め
青

森
市
や
弘
前
市
等
、
東
青
地
域
一

帯
で
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
業
務
を
展

開
、
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
や
廃

食
用
油
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
の
導
入
等
、
環
境
負
荷

低
減
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　

第
４
回
青
森
市
環
境
フ
ェ
ア

２
０
１
４
に
お
い
て
表
彰
式
が
執

り
行
わ
れ
、
同
社
の
太
田
社
長
に

鹿
内
青
森
市
長
よ
り
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
。

食用油を利用した伸和産業の収集車

音楽に合わせて体を動かす

　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
な
ど
を

審
議
す
る
第
11
回
理
事
会
が
２
月

24
日
（
火
）、
問
屋
町
会
館
で
開

か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
事
務
局
か
ら
は
、
除
排
雪

費
の
中
間
報
告
や
問
屋
町
新
年
合

同
厄
払
い
及
び
青
森
問
屋
町
経
営

同
友
会
委
託
事
業
の
参
加
状
況
、

平
成
27
年
度
事
業
計
画
立
案
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告

を
行
っ
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り

案
件
一
．
平
成
27
年
度
事
業
計
画

の
骨
子
に
つ
い
て

案
件
二
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て 

　

毎
年
、
雪
解
け
後
に
実
施
し
て

い
る
共
同
駐
車
場
区
画
線
工
事
の

施
工
業
者
が
承
認
さ
れ
た
。

案
件
三
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
問
屋
町
内
景
観
管

理
業
務
の
委
託
業
者
が
承
認
さ
れ

た
。

案
件
四
．
組
合
加
入
の
取
り
下
げ

に
つ
い
て 

案
件
五
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

の
借
換
に
つ
い
て

案
件
六
．
組
合
員
の
所
有
権
移
転

登
記
に
つ
い
て

案
件
七
．
平
成
26
年
度
第
12
回
理

事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　

組
合
の
平
成
27
年
度
事
業
計
画

立
案
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が

ま
と
ま
っ
た
。
全
１
３
９
社
の
組

合
員
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
収
状
況
は
１
３
５
社

（
97
・
１
％
）
で
あ
っ
た
。

　

組
合
員
の
今
後
の
新
築
・
増
改

築
計
画
の
有
無
に
関
す
る
設
問
で

は
、
15
社
の
組
合
員
が
「
計
画
あ

り
」
と
回
答
。
特
に
建
物
建
設
か

ら
40
年
近
く
経
過
す
る
問
屋
町
地

区
で
、
建
替
え
や
改
修
の
動
き
が

出
始
め
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

青
森
市
南
部
の
健
康
づ
く
り
拠
点

を
目
指
す
中
、
取
り
組
み
を
希
望

す
る
事
業
に
つ
い
て
は
「
集
団
健

康
診
断
内
容
の
充
実
」
が
48
社
と

最
も
多
く
、「
食
生
活
改
善
セ
ミ

ナ
ー
」
が
40
社
、「
健
康
づ
く
り

運
動
セ
ミ
ナ
ー
」
が
37
社
と
そ
れ

に
続
い
た
。

　

ま
た
、
今
後
開
催
を
希
望
す

る
労
務
対
策
事
業
で
は
「
日
本

酒
飲
み
比
べ
交
流
会
」（
45
社
）、

「
地
場
産
品
を
使
っ
た
料
理
教
室
」

（
39
社
）、「
20
代
、
30
代
限
定
の

親
睦
交
流
会
」（
34
社
）
が
上
位

を
占
め
た
。

　

開
校
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
問

屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
開
催

を
望
む
講
座
に
つ
い
て
も
調
査
し

た
。「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

研
修
」
が
46
社
と
最
多
で
、
続
い

て
「
問
題
解
決
力
養
成
講
座
」
が

37
社
、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
28
社
か
ら
開
催
を
希

望
さ
れ
た
。

　

組
合
で
は
、
当
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
参
考
に
、
平
成
27
年
度

事
業
計
画
策
定
に
取
り
組
む
。

　

毎
年
恒
例
の
体
力
測
定
が
２
月

16
日
（
月
）、
午
後
６
時
半
か
ら

Ｓ
Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（
旧
ゲ
オ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
）
青
森
浜
田
店
で

開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
よ
り
組
合

労
務
対
策
事
業
と
し
て
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
同
事
業
に
は
、
組

合
員
従
業
員
23
名
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
初
め
に
、
体
組
成
測

定
で
各
部
ご
と
の
筋
肉
量
や
脂
肪

量
等
を
測
定
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
か
ら
説
明
を
受
け
、
自
身
の

体
の
状
態
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
で

体
を
十
分
に
ほ
ぐ
し
、
２
組
に
分

か
れ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。

ス
タ
ジ
オ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
専

用
チ
ュ
ー
ブ
を
使
い
、
体
に
適
度

な
負
荷
を
掛
け
な
が
ら
音
楽
に
合

わ
せ
て
体
を
動
か
す
「
ボ
デ
ィ
バ

イ
ブ
」
を
実
施
。
そ
の
他
、
参
加

者
は
マ
シ
ン
等
を
使
い
懸
命
に
体

を
動
か
し
、
日
頃
の
運
動
不
足
解

消
に
励
ん
だ
。

　

東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会
が
２
月
27
日

（
金
）、
㈿
仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
。
東
北
各
県
の
卸

団
地
か
ら
23
名
の
事
務
局
職
員
が

集
ま
り
、
当
組
合
か
ら
は
西
田
業

務
課
長
代
理
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
中
小
企
業
大
学
校

仙
台
校
の
福
村
校
長
を
講
師
に
招

き
「
こ
れ
か
ら
の
組
合
の
あ
り
方

と
事
務
局
の
事
業
承
継
」
と
題
し

た
講
演
が
な
さ
れ
た
。

　

福
村
校
長
は
「
組
合
が
安
定
し

た
運
営
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、

事
務
局
職
員
が
歴
史
的
な
変
遷
を

し
っ
か
り
と
継
承
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

第 536 号 ⑵ 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 平成27年３月号

平
成
27
年
度
事
業
計
画
な
　

　
ど

承
認

第
11
回
理
事
会

健
康
管
理
に
役
立
つ
体
力
測
定
実
施

東
北
卸
団
地
職
員
研
修
会
に
参
加

平
成
27
年
度
事
業
計
画

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
ま
と
ま
る

㈱
伸
和
産
業
が
青
森
市
環
境

保
全
活
動
団
体
表
彰
を
受
賞



新たな光で未来を照らす

弊社データセンターにお任せください。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

日本銀行
青森支店　支店長
山口　智之  氏

　

前
号
に
引
き
続
き
、
日
本
銀

行
青
森
支
店
の
山
口
支
店
長
に

よ
る
経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　

今
年
は
春
の
訪
れ
が
早
い
よ

う
で
す
。
３
月
中
旬
現
在
、
青

森
市
内
の
道
路
脇
に
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
た
雪
は
殆
ど
消
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時

点
で
ま
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
例
年
よ
り
も
早
い
春
を
利

用
し
て
遠
出
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
の
着
任

後
、
秋
ま
で
は
、
休
日
に
し
ば

し
ば
県
内
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
雪

が
降
り
出
し
て
か
ら
は
、
慣
れ

な
い
雪
道
の
運
転
を
で
き
る
だ
け

避
け
、
市
内
で
の
買
い
物
程
度
に

止
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

冬
の
名
物
、
例
え
ば
、
風
間
浦
の

鮟
鱇
料
理
や
三
沢
の
ホ
ッ
キ
丼
を

産
地
に
食
べ
に
行
く
こ
と
は
諦
め

て
い
ま
し
た
。
お
い
し
い
食
べ
物

を
頂
く
こ
と
が
大
好
き
で
す
の
で

残
念
に
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、

こ
の
気
候
な
ら

行
け
そ
う
で

す
。
一
部
で
も

実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
魚
介
類
は
、
新
鮮
な

も
の
を
地
元
で
頂
く
の
が
一
番
で

す
。
た
だ
、
本
当
は
そ
う
し
た
く

て
も
、
い
つ
で
も
行
け
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
青
森
市
に

仕
事
で
来
て
も
、
そ
こ
か
ら
足
を

伸
ば
す
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
時
、

飲
食
店
（
あ
る
い
は
飲
食
街
）
ひ

と
つ
に
行
け
ば
、
マ
グ
ロ
も
鮟
鱇

も
鱈
も
平
目
も
ホ
ッ
キ
貝
も
ホ
タ

テ
貝
も
ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
も
ガ
サ
エ

ビ
も
サ
バ
も
活
イ
カ
も
、
旬
の
県

産
品
が
揃
っ
て
い
て
、
好
き
な
も

の
を
あ
れ
こ
れ
食
べ
ら
れ
た
ら

素
晴
ら
し
い
と

思
う
の
で
す
。

魚
介
類
の
新
鮮

さ
を
保
つ
た
め

の
、
技
術
的
な

問
題
が
大
き
い

か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
高
級
食
材
は
、
ど
う

し
て
も
大
市
場
で
あ
る
東
京
に

行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
諸
問
題
を
克
服
し
、

県
内
の
お
店
で
、
青
森
な
ら
で
は

の
旬
の
こ
だ
わ
り
の
味
覚
を
、
東

京
で
食
べ
る
よ
り
新
鮮
に
・
安
く

提
供
で
き
れ
ば
、
県
産
品
へ
の

知
名
度
の
向
上
（
東
京
で
は
青

森
産
で
あ
る
こ
と
が
ア
ピ
ー
ル

さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
で

す
）、
ひ
い
て
は
需
要
増
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、ど
の
よ
う
な
生
産
者
が
、

ど
う
い
う
漁
を
し
た
の
か
、
ど

う
育
て
た
の
か
と
い
っ
た
、
こ

だ
わ
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
を

紹
介
す
る
こ
と
で
、
そ
の
場
で

の
飲
食
に
止
ま
ら
ず
、生
産
者
・

生
産
地
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
、
プ
ラ
ス
効
果
の
拡
大
が
望

め
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
水
産
物
を
例
に
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、
農
産
物
な

ど
で
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
青
森
の

発
想
で
、
一
途
な
こ
だ
わ
り
を

売
り
込
み
、
地
域
活
性
化
の
更

な
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。　
　
　
　
（
完
）

　

組
合
で
は
、
組
合
員
の
当
団
地

内
で
の
採
用
状
況
を
調
査
す
る
平

成
26
年
度
求
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。

　

調
査
結
果
で
は
、
平
成
26
年
度

の
採
用
実
績
は
41
社
１
７
３
名

（
25
年
度
46
社
１
７
７
名
）
で
前

年
比
で
は
微
減
と
な
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
の
新
卒
者
の
採
用

（
見
込
み
含
む
）
は
18
社
75
名
で
、

前
年
同
時
期
の
15
社
60
名
と
比
較

す
る
と
大
幅
に
増
加
。
問
屋
町
で

も
景
気
回
復
や
人
手
不
足
の
影
響

か
ら
か
、
企
業
の
採
用
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
。

２
月

４
日
▽
問
屋
町
新
年
合
同
厄
払
い

　
　

▽
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・

カ
レ
ッ
ジ
運
営
委
員
会

７
日
▽
簡
易
郵
便
局
業
務
研
修
会

10
日
▽
元
気
都
市
あ
お
も
り
健
康

ア
ッ
プ
推
進
会
議

　
　

▽
中
央
会
関
係
団
体
合
同
新

　
　

年
講
演
会

12
日
▽
市
高
度
化
事
業
団
体
連
絡

協
議
会
地
域
産
業
懇
談
会

13
日
▽
第
４
回
事
業
委
員
会

16
日
▽
体
力
測
定

　
　

▽
青
森
県
労
働
講
座

　
　

▽
青
森
県
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

17
日
▽
第
２
回
企
画
情
報
委
員
会

　
　

▽
青
銀
問
屋
町
支
店
金
友
会

総
会
・
新
年
会

18
日
▽
第
３
回
労
務
対
策
委
員
会

　
　

▽
金
融
審
査
会

19
日
▽
第
４
回
環
境
対
策
委
員
会

　
　

▽
県
経
営
者
協
会
理
事
会
・

常
任
幹
事
会
合
同
会
議

20
日
▽
組
合
員
昼
食
会

24
日
▽
第
11
回
理
事
会

　
　

▽
第
２
回
県
雇
用
安
定
創
出

対
策
本
部

25
日
▽
青
森
商
工
会
議
所
業
務
流

　
　

通
商
業
部
会
総
会

26
日
▽
青
森
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

27
日
▽
東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協

議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

10
日
▼
会
計
経
理
の
基
礎
の
基
礎・

分
析
編
（
１
日
目
）

12
日
▼
会
計
経
理
の
基
礎
の
基
礎・

分
析
編
（
２
日
目
）

14
日
▼
中
堅
社
員
研
修（
１
日
目
）

17
日
▼
営
業
ス
キ
ル
研
修
・
提
案

力
実
践
編
（
１
日
目
）

19
日
▼
営
業
ス
キ
ル
研
修
・
提
案

力
実
践
編
（
２
日
目
）

21
日
▼
中
堅
社
員
研
修（
２
日
目
）

24
日
▼
会
計
経
理
の
基
礎
の
基
礎・

融
資
対
応
編

平成27年３月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 536 号 ⑶

経
済
雑
感

第
六
十
六
回

日
本
銀
行
青
森
支
店

支
店
長
　
山
口
　
智
之

今
春
の
採
用
見
込
み
は
75
名

平
成
26
年
度
求
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
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㈱アディスミューズ
青森営業所 所長

山口　和英 氏

一
面
で
も
お
伝
え
し
た
と
お

り
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
検
討
委

員
会
の
検
討
結
果
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
昼
食
会
で
報
告

し
た
ほ
か
、
報
告
書
も
全
組

合
員
に
配
布
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
は
報
告
書
の
テ
ー
マ
「
安

心
・
安
全
な
街
づ
く
り
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
▼
文
科
省
の
科
学
技

術
学
術
審
議
会
で
は
「
安
心
・
安
全

を
脅
か
す
要
因
の
整
理
結
果
」
を
明

示
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
「
安
心
・

安
全
と
は
何
か
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
た
め
に
、
そ
の
逆
の
「
脅
か
す
要

因
」
か
ら
整
理
し
、
そ
の
結
果
が
次

の
十
一
の
大
分
類
の
項
目
で
す
▼
①

事
故
②
犯
罪
③
自
然
災
害
④
戦
争
⑤

サ
イ
バ
ー
空
間
の
問
題
⑥
健
康
問
題

⑦
食
品
問
題
⑧
社
会
生
活
上
の
問
題

⑨
経
済
問
題
⑩
政
治
・
行
政
問
題
⑪

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
▼
こ
の
う
ち

卸
団
地
に
関
連
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
の
が
横
線
を
引
い
た
六
項
目
。
こ

の
中
で
今
回
の
テ
ー
マ
に
添
っ
た
中

分
類
の
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
▼

①
交
通
事
故
・
火
災
②
犯
罪
・
テ

ロ
・
迷
惑
行
為
③
地
震
・
台
風
・
雪

害
▼
こ
の
「
脅
か
す
要
因
」
対
策
と

し
て
「
安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
」

の
た
め
絞
り
込
ま
れ
た
対
策
が
次
の

三
つ
で
す
▼
①
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

②
街
路
灯
の
再
整
備
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
③

災
害
時
利
用
可
能
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
▼
し
か
し
、
こ

の
整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
こ
れ
を
低
費
用
に
す
る
た
め

に
は
、
補
助
金
の
動
向
や
、
技
術
革

新
や
法
律
改
正
な
ど
の
情
報
収
集
が

不
可
欠
と
な
り
、
加
え
て
よ
り
効
果

的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
藤
本
）

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
問
屋
町

新
年
合
同
厄
払
い
が
２
月
４
日

（
水
）、
問
屋
町
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。

　

仕
事
中
で
も
参
加
し
や
す
い
よ

う
昼
休
み
の
時
間
に
あ
た
る
午
後

零
時
15
分
か
ら
行
わ
れ
た
厄
払
い

に
は
、
組
合
員
従
業
員
13
名
が
参

加
し
た
。

　

問
屋
町
会
館
１
階
会
議
室
に
祭

壇
が
設
け
ら
れ
、
問
屋
町
の
氏
神

様
で
あ
る
大
星
神
社
の
沼
田
禰
宜

（
ね
ぎ
）
に
よ
る
厄
払
い
の
祈
祷

が
行
わ
れ
、
自
身
や
家
族
の
無
病

息
災
等
を
祈
願
。
参
加
者
に
は
「
お

守
り
」「
お
札
」「
御
神
矢
」
が
贈

　

青
森
市
市
民
生
活
部
が
主
催
す

る
、
青
森
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ 
問
屋

町
が
２
月
26
日
（
木
）、
午
後
５

時
30
分
よ
り
問
屋
町
会
館
会
議
室

で
開
催
さ
れ
、
43
名
が
参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成
で
行
わ

れ
、
第
１
部
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ

お
も
り
男
女
共
同
参
画
を
す
す
め

る
会
の
千
田
理
事
長
が
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
？
」
を

テ
ー
マ
に
ミ
ニ
講
義
を
開
催
。

　

千
田
理
事
長
は
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
仕
事
と
生

活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
、
働

き
方
、
暮
ら
し
方
を
変
え
て
み
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
従
業
員

に
と
っ
て
は
生
活
の
質
の
向
上
が

図
ら
れ
、
企
業
側
に
と
っ
て
は
人

材
の
活
用
や
職
場
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
」
と
解
説
し
た
。

　

第
２
部
の
座
談
会
で
は
㈱
エ
ー

ル
・
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
田
中

問屋町合同厄払い

　

今
回
は
、
今
年
４
月
で
青
森
営

業
所
長
に
就
任
し
て
丸
１
年
を
迎

え
る
株
式
会
社
ア
デ
ィ
ス
ミ
ュ
ー

ズ
の
山
口
所
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
社
は
、
陳
列
用
器
具
の
賃
貸

及
び
販
売
業
と
し
て
昭
和
53
年
９

月
に
設
立
。
現
在
で
は
東
日
本
エ

リ
ア
に
８
営
業
所
を
構
え
、
マ
ネ

キ
ン
及
び
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
什
器

の
レ
ン
タ
ル
・
販
売
、
展
示
会
・

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
設
計
・
施
工

を
行
っ
て
い
る
。

　
「
当
社
は
総
合
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

業
と
し
て
お
客
様
の
立
場
に
立
ち
、

『
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
は
売
れ
る
売

り
場
づ
く
り
で
あ
る
』
と
い
う
考

え
方
を
基
本
に
、
お
客
様
の
繁
盛

請
負
業
と
な
れ
る
よ
う
、
常
に
様
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
え
提
案
し
て
い

ま
す
。
当
営
業
所
は
、
30
歳
前
後
の

若
い
営
業
マ
ン
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

軽
さ
が
売
り
で
、
青
森
・
秋
田
・
岩

手
の
北
３
県
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。

仕
事
に
対
し
て
待
ち

の
姿
勢
で
は
な
く
、

仕
事
は
常
に
『
つ
く

る
』
も
の
だ
と
心
が

け
て
お
り
、
当
社
の

認
知
度
を
高
め
、
困

っ
た
時
は
ア
デ
ィ
ス

ミ
ュ
ー
ズ
に
頼
も
う
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
社
員
と
共
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

や
目
標
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

「
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
が
減
少
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、レ
ン
タ
ル
事
業

も
大
幅
な
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
の

が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
百
貨
店
・

小
売
店
で
培
っ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
近
年
は
店
舗

の
内
装
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

店
舗
設
計
に
は
デ

ザ
イ
ン
が
重
要
視

さ
れ
ま
す
が
、
本

社
に
デ
ザ
イ
ン
専

門
チ
ー
ム
が
あ
る

の
で
、
時
代
に
あ

っ
た
様
々
な
提
案

が
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
時
期
に
よ
く
見
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
施
工
も
行
っ
て
お
り
、
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
を
切
り
口
に
し
て
街
全

体
を
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
で
華
や
か
に

す
る
こ
と
が
我
々
の
役
目
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
青
森
の
山
口

所
長
に
趣
味
を
聞
く
と
「
夏
は
ダ

イ
エ
ッ
ト
も
兼
ね
て
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
冬
は
今
年
か
ら
で
す
が
、
仕

事
終
わ
り
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に

社
員
と
行
き
ま
す
。
大
学
時
代
か

ら
随
分
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
し
た

が
、
久
し
ぶ
り
で
も
体
が
覚
え
て

い
た
の
で
意
外
と
滑
れ
ま
し
た
。

休
み
は
不
規
則
な
の
で
す
が
、
休

日
は
家
族
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
微
笑

ん
だ
。

　

座
右
の
銘
に
つ
い
て
は
「
人
や

モ
ノ
、
世
の
中
の
せ
い
に
せ
ず

『
何
と
か
な
る
』
と
待
つ
姿
勢
で

は
な
く
、『
何
と
か
す
る
』
が
自
分

の
好
き
な
言
葉
で
す
」
と
力
強
い
。

（
36
歳
）

社
長
の
ほ
か
、
組
合
員
で
あ
る
㈱

伸
和
産
業
の
太
田
社
長
と
㈱
き
も

の
セ
ン
タ
ー
の
足
立
副
社
長
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
自
社

の
現
状
や
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る
取

り
組
み
な
ど
を
発
表
し
た
。

ワーク・ライフ・バランスセミナー

ら
れ
た
。
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無
病
息
災
を
祈
り

問
屋
町
で
合
同
厄
払
い

仕
事
と
生
活
の
調
和
の

実
現
に
向
け
て

団
地
企
業
訪
問


